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日 本 産 ツ ヤ ハ ナ バ チ （ a r a t m α ) 属 の 生 態

Ⅳ ． 青 森 県 に お け る 4 種 の 営 巣 場 所 ＊

根 来 尚

富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー

EcologicalStudiesofam"" αBeesinJapan

IV ・NestingHabitsofFourSpeciesinAomoriPrefecture

HisashiNEGORO

TovamaScienceMuseum

NestinghabitsofC.ﾉ α “ﾉ"ca,C. 伽" ゆs,C.megastigmataandCesukiiwereinvestigatedin

AomoriPrefecture.Theinterspecificrelationamongfourspeciesseemstobegovernedby

differentialuseofsubstrateslinkedwithbodysizeandnestingsitesegregationbetweentwo

mediumspecies(Havibesandmegashgmami.

は じ め に

筆 者 は ， 先 に ， 石 川 県 内 の C e r a t i n α 属 の 分

布 と そ の 要 因 に つ い て 論 じ ， 海 抜 5 0 0 i n 前 後 を

界 と し て ， 山 地 側 にc ・ 加egasttgma 畝 とc.

“ α 城 が ， 平 地 側 に c . t ル ひ わ C s と C 加 α ”

が 分 布 し ， 両 側 に C . j a 加 " t e a が 分 布 し , c .

刀 惚gastigmata とc 池 り ゆ9s お よ びC.es α 城

と C 伽 α ” の 分 離 に は 体 の 大 き さ が 1 つ の

大 き な 要 因 と な っ て い る こ と を 示 し た 。 ま た ，

そ れ ぞ れ 分 布 が 重 な る 所 も あ り ， そ こ で は 営

巣 場 所 の 違 い が あ る の で は な い か と 述 べ て お

い た （ 根 来1980a-b) 。 ま た 福 井 県 か ら 報 告

さ れ た 結 果 に よ れ ば ， 上 記 2 種 ど う し の 分 布

の 重 な り は 広 く 見 ら れ ， 営 巣 場 所 の 調 査 の 必

要 性 が 指 摘 さ れ て い る （ 田 埜 1 9 8 1 ) 。

今 回 ， 青 森 県 で の 調 査 で,C.megastigmata

とC.fl 上zzﾉ 幼2S の 組 合 せ に つ い て ， 営 巣 場 所 が

異 な る と い う 考 え を 支 持 す る 結 果 を 得 た の で

報 告 す る 。

東 北 大 学 付 属 浅 虫 臨 海 実 験 所 の 方 々 に は ，

調 査 に さ い し て お 世 話 に な っ た 。 御 礼 申 し あ
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げ る 。

調 査 地 ・ 調 査 方 法

青 森 県 浅 虫 ： 浅 虫 臨 海 実 験 所 構 内 外 の 林 地

畑 地 ， 周 辺 の 林 地 。 海 抜 5 m ～ 3 0 m , 1 9 7 6 年

5 月11 日 ・12 日,1980 年7 月17 日19 日,19

82 年6 月17 日 に 調 査 。 （ 図1 －1 ）

青 森 県 岩 木 山 山 麓 ： 岩 木 山 神 社 周 辺 か ら 山

頂 に 向 う 登 山 道 ぞ い の 林 地 ， 畑 地 。 海 抜 1 8 0

m ～550,.1976 年5 月14 日,1980 年7 月20 日

21 日 ，1982 年6 月17 日･18 日 に 調 査 。 （ 図1 －2i ：

青 森 県 萱 野 高 原 ： 車 道 ぞ い お よ び ブ ナ 林 中 。

海 抜450m ～670mo1976 年5 月13 日,1980 年

7 月18 日 ，1982 年6 月19 日 に 調 査 。 （ 図1 －3 》

な お ， 青 森 県 八 甲 田 山 田 茂 殖 岳 ， 海 抜 1 2 8 0

m ～1320m, で1980 年7 月18 日 に 調 査 し た が 、

Cera"" α 属 の 営 害 巣 は 見 い 出 せ な か っ た 。

調 査 は ， 各 調 査 地 の 道 路 ぞ い ， 小 径 ぞ い に

歩 き ， ま た で き る だ け 林 中 に も 入 っ て , C e r a -

" " α 属 の 営 巣 枝 を 発 見 す る よ う に つ と め ， そ

れ を ， 林 外 ， 林 縁 ， 林 中 に 分 け て 記 録 す る よ
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図 ’ 調 査 地 I . 浅 虫 2 . 岩 木 山 山 麓 3 . 萱 M 1 ･ 高 原

斜 線 部 分 が 調 査 範 囲

う に し て 行 っ た 。 山 地 で 得 ら れ ， 一 部 海 抜 1 7 0 m 付 近 で で も 得

ら れ て い た が(Maeta&Katayama1978),

今 回 海 岸 部 で も 見 ら れ ， 少 な く と も 青 森 県 で

は ， 山 地 と は 限 ら ず ， 森 林 が あ れ ば 平 地 で も

見 ら れ る も の と 思 わ れ る 。

各 種 の 営 巣 基 は,c. 血 加"ica で タ ニ ウ ツ ギ ，

モ ミ ジ イ チ ゴ ， ニ ワ ト コ ， キ ブ シ ， ス ス キ で 、

あ り,c. 伽 り ゆ2s で ス ス キ ， タ ニ ウ ツ ギ.c.

megastigmata で タ ニ ウ ツ ギ ， モ ミ ジ イ チ ゴ ，

ニ ワ ト コ ， ク ロ モ ジ ， キ ブ シ,c ・Cs α 々 〃 で､ ヤ

結 果 お よ び 考 察

浅 虫 で はC 池 加" た α,c. 北 り ゆes,Cme-

gastig 籾 α 麺 の3 種 が ， 岩 木 山 山 麓 で は そ れ に

C ・2S α 方 〃 を 加 え た4 種 が ， 萱 野 高 原 で はC ・

勉 り ゆ 2 s を 除 く 3 種 が そ れ ぞ れ 調 査 範 囲 全 域

か ら 得 ら れ た 。

c. 加 α ” は 今 回 の 調 査 で は 得 ら れ な か っ た 。

C.megastig 加 α 〃 は ， 過 去 の 記 録 で は 主 に

表 i 各 調 査 地 で 得 ら れ た 各 種 の 営 巣 枝 数 と 髄 直 径 の 平 均

j:C.j α 加"ica,f;C. 〃 α" ゆes,m:C.megastigmata,e:C,esa 峰
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守 口 凡 ’ 、浅 虫

岩 木 山 山 麓

● ： 、 Ｉ

萱 野 高 原

・ ● ｎ Ｉ

１ １
今 言 ＋
ロ ロ I

林 外 林 縁 林 叫

I l l 本 ） 4 ． 4 ( m ､ ） 2 9 5 ． 0 1 2 5 ． 9
1 5 3 . 7 9 3 . 5

9 3 . 7 1 3 3 . 5

5 4 ． 5 1 7 3 ． 7 3 4 . ‘

1 7 4 . 3 5 3 . 3

6 3 ． 5 1 2 4 ． 0

8 2 ． 8 3 3 . 0

6 4 . 0 1 2 4 . 4 6 4 '
｜ 菖 ４ 》 ハ ペ 心

ｑ Ｊ ｏ 乙

一 ７ ３

2 2 4 . 4 5 8 4 . 6 2 1 5 . 2

3 2 4 ． 0 1 4 3 ． 4

1 5 3 ． 6 3 2 3 ． 7

8 2 ． 8 6 2 ． 7

合 計
１ ６ ６ ｜行 「 〕 ｎ く Ｊ ヘ く Ｊ盟 型 〃 ’

2 5 3 ． 9

2 2 4 ． 1

1 8 3 ． 8

1 1 2 ． 9

2 4 4 ．

ｑ Ｕ ワ 』７ ３

1 0 1 4 . 7

4 6 3 ． 8

4 7 3 ． 7

1 4 2 ． 8
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マ ブ キ ， タ ニ ウ ヅ ギ ， モ ミ ジ イ チ ゴ で あ っ た ‐

各 々 の 調 査 地 で の 各 種 の 営 巣 場 所 お よ び そ

れ ら の 営 巣 枝 の 髄 直 径 を 表 1 に 示 し た 。

全 般 的 に 見 て,c. 池 加"ica の 営 巣 は 林 中 か

ら 林 外 ま で 見 ら れ ， 林 縁 部 で 一 番 多 く 見 ら れ

た 。 C 〃 ひ め 2 s は 林 中 で は 見 ら れ ず ， 林 外 と 林

縁 部 で 見 ら れ ， 林 外 で 多 く 見 ら れ た 。 C . m e -

gast 壇 ？nata で は 林 外 で は 見 ら れ ず ， 林 中 ． 林

縁 部 で 見 ら れ た 。Ces α 方" はC.>negastigmata

と 同 様 林 中 ・ 林 縁 部 で 見 ら れ た 。

互 い に 体 の 大 き さ の 以 たC.flavipes とC

megastigm α 虹 の 営 巣 場 所 は 上 に 述 べ た 通 り ，

前 者 が よ り 林 外 側 に ． 後 者 が よ り 林 中 側 に え

ら ば れ て い る 。

今 回 の 調 査 結 果 と ， 白 山 山 麓 部 の 調 査 結 果

( 根 来 1 9 8 0 b ) と を あ わ せ て 見 れ ば , C . f l a

" ゆ 9 s の 分 布 は ， 標 高 や そ れ に と も な っ た 気 候

等 に よ っ て 決 め ら れ る と い う よ り は ， 人 為 の

入 っ た o p e n l a n d が あ る か ど う か に 強 く 影 響

さ れ る も の と 思 わ れ る 。

各 種 の 営 巣 枝 の 柔 ら か な 髄 の 直 径 は ， 表 1

に 示 し た 通 り ， 各 種 の 体 の 大 き さ に し た が っ

て ， 大 き な 種 か ら 小 さ な 種 の 順 に よ ' ) 細 く な

っ て い る 。
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こ れ ら の こ と は , C e m " ， ” 属 は 体 の 大 き さ

に し た が っ て 太 さ の 異 な る 営 巣 枝 を 選 び ， 体

の 大 き さ の 似 た も の は 互 い に 住 み 場 所 を 違 え

て い る と い う 考 え （ 根 来1980a-b) を 支 持 す

る も の と , 思 わ れ る 。
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